
 

　
今
年
で
37
回
目
を
迎
え
る

「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ａ
Ｉ
Ｄ 

真

鶴
」
は
、
音
楽
芸
術
を
通
じ

て
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

　
「
ひ
か
り
輝
く
海
、
樹
齢

３
５
０
年
余
の
木
々
が
生
い

茂
る
真
鶴
の
お
林
」
　
こ
の

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
の
中

で
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る

心
と
自
然
に
対
す
る
マ
ナ
ー

の
向
上
を
私
た
ち
の
大
好
き

な
音
楽
で
伝
え
た
い
、
そ
し

て
次
代
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
、
「
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
そ

ん
な
思
い
か
ら
始
め
た
コ
ン

サ
ー
ト
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
　

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ａ
Ｉ
Ｄ 

真
鶴

コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時

　

　
９
月
24
日
㈰

　
午
後
１
時
～
７
時
30
分

◇
場
所

　
お
林
展
望
公
園

（
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合

　
は
管
理
棟
で
開
催
）

◇
内
容

　
趣
旨
に
賛
同
す
る
さ
ま
ざ

　
ま
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た

　
ち
が
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

　
素
敵
な
演
奏
を
聴
か
せ
て

　
く
れ
ま
す
。
当
日
会
場
で

　
は
、
真
鶴
の
お
林
を
守
る

　
た
め
の
「
み
ど
り
基
金
」

　
へ
の
募
金
を
行
っ
て
い
ま

　
す
の
で
、
演
奏
を
聴
い
て

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
の
熱

　
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

　
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
募
金
を
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ 

　
教
育
課  

　
☎
内
線
４
４
１

ご存じですか？
今からさかのぼること30年前。町は、真鶴町まちづくり条例を施行しました。
まちづくり条例はルールに基づくまちづくりを目指し創られ、これまで【美しいまちづくり】に取り組んできました。
条例の中には、真鶴町の美しさを導くためのルール、真鶴の生活風景の作法が「美の基準」というデザイン
コードとしてまとめられています。

どこか懐かしいと感じる町並みが残る真鶴。
「美の基準」をきっかけに移住をしたり、足を運ぶ方々がいるほど、
町外からも注目されています。

条例施行３０年を迎える今年度、記念事業を予定しています。
また、町民の方々による自主的な「美の基準」を巡るさまざま
な活動も行われています。

誰もが参加できる「美の基準」。協働で考え続け、美しいまち
づくりを実践していきましょう。

次号より、コラム・記念事業等のイベント情報を掲載します。
どうぞお楽しみに！



毎月外国人の方に向け
てごみカレンダーを作
成してもらっています。
配布を希望される方は
政策推進課窓口までお
越しください。









真鶴町の歴史・文化・名所・産業・特産などを
詠んだ「真鶴かるた」。その中に、「美の基準」
に関する札があることをご存じですか？
制作に関わった方をお招きして、制作までの
お話を聞いたり、かるたの文章や絵を楽しむ
時間を取りながら、かるた遊びをします。
お気軽に、お誘いあわせの上お越しください。

（問い合わせ先：まちづくり課／多田・石井）



真鶴町の歴史・文化・名所・産業・特産などを
詠んだ「真鶴かるた」。その中に、「美の基準」
に関する札があることをご存じですか？
制作に関わった方をお招きして、制作までの
お話を聞いたり、かるたの文章や絵を楽しむ
時間を取りながら、かるた遊びをします。
お気軽に、お誘いあわせの上お越しください。

（問い合わせ先：まちづくり課／多田・石井）



13

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物

館
で
は
、
真
鶴
の
自
然
の
豊

か
さ
を
実
感
し
、
持
続
可
能

な
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
の
一
つ
と
し
て
、

海
ま
ち
ラ
ボ
「
海
さ
ん
ぽ
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
２
回
目
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
る
今
回
は
、
「
真

鶴
半
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
し
、
「
お
林
」
へ
の

理
解
を
深
め
ま
す
。
い
ま
あ

る
豊
か
な
自
然
や
、
変
わ
り

つ
つ
あ
る
自
然
の
姿
を
感
じ

な
が
ら
、
真
鶴
の
自
然
の

「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

◇
タ
イ
ト
ル

「
真
鶴
半
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
　

　
ウ
ォ
ー
ク
～
「
お
林
」
で

　
見
え
て
き
た
変
化
～
」

◇
日
時
　
２
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

◇
場
所

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

◇
参
加
費

　
大
人
３
５
０
円
　

　
小
学
生
～
高
校
生
２
０
０
円

　
幼
児
50
円(

傷
害
保
険
料
・  

　
博
物
館
入
館
料)

◇
申
込
方
法
　

　
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.discoverb

　l
u
e
.
o
r
g

）
ま
た
は
電
話

　
に
て
受
付
（
先
着
順
）
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

　
☎
68
・
２
１
１
１

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物

館
で
は
、
真
鶴
・
湯
河
原
の

子
ど
も
を
対
象
に
、
町
内
の

自
然
や
生
物
、
生
態
系
を
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
「
ま
な
づ

る
自
然
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

最

終

回

の

テ

ー

マ

は

、

「
冬
の
海
辺
の
生
き
物
を
観

察
し
よ
う
！
」
で
す
。
海
藻

や
生
き
物
が
増
え
始
め
る
３

月
の
海
辺
で
生
き
物
を
探
し
、

春
や
夏
に
見
た
生
き
物
や
海

の
様
子
と
の
違
い
を
考
え
ま

す
。
見
つ
け
た
生
き
物
は
虫

め
が
ね
や
顕
微
鏡
を
使
っ
て

じ
っ
く
り
観
察
し
ま
す
。

◇
日
時

　３
月
２
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◇
集
合
・
解
散
場
所

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

◇
定
員
　
30
名
程
度

◇
参
加
費

　
50
円
（
傷
害
保
険
料
）

◇
申
込
方
法

　
２
月
９
日
㈮
～
13
日
㈫
ま

　
で
の
期
間
中
に
お
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽

　
選
を
行
い
、
２
月
16
日
㈮

　
に
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

　
☎
68
・
２
１
１
１

　
魅
力
あ
る
一
貫
教
育
校
の

実
現
に
向
け
、
学
校
や
教
育

に
つ
い
て
町
民
み
ん
な
で
考

え
る
場
を
設
け
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
前
申

し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
５
日
㈪
ま
で
に
教
育

課
教
育
総
務
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◇
日
時

　２
月
17
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◇
場
所

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
堂

◇
テ
ー
マ
　
　

「
こ
ん
な
校
舎
だ
っ
た
ら
ワ

　
ク
ワ
ク
す
る
か
な
？
」

「
ど
ん
な
施
設
が
あ
っ
た
ら
、

　
学
校
に
行
き
た
く
な
る
か

　
な
？
」

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
　
☎
内
線
４
３
４

　
11
月
30
日
に
行
わ
れ
た
第

６
回
真
鶴
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
教
育
委
員
　
草
柳

栄
子 

氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
髙
橋 

綾 

氏
を

任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
、

12
月
24
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
前
委
員
の
草
柳
氏
に
は
教

育
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
　
☎
内
線
４
３
４

　
真
鶴
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種

は
令
和
５
年
12
月
23
日
㈯
で

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
に
、
真
鶴
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
に
て
２
月
１

日
㈭
か
ら
３
月
29
日
㈮
ま
で

接
種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
電
話

に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
診

　
療
所
　

　
☎
68
・
２
１
９
１

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号

海
ま
ち
ラ
ボ
「海
さ
ん
ぽ
」を

開
催
し
ま
す
！

「教
育
を
語
り
合
う
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
委
員
に

髙
橋
　
綾
　
氏
が
就
任

ま
な
づ
る
自
然
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
す
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
に
つ
い
て

誰もが参加できる
真鶴町まちづくり条例施行30年を迎える今年度、記念事業を開催しています。

また、町民の方々による自主的な「美の基準」を巡るさまざまな活動も行われています。
美しいまち真鶴を、みんなで創っていきましょう。

□問い合わせ　まちづくり課　☎内線344

第5回

広報真鶴　2024年２月号

10月～4月 連載中

多くの大学が研究・視察に

注目されています !

「

、
く
な
は
で
の
も
る
れ
さ
制
強
は」
準
基
の
美

。
す
ま
き
で
加
参
が
も
誰
は
に」
準
基
の
美
「

　
　
　
　
　
　
　
　

』
準
基
の
美
『（

 

）
載
記
頁
３

松木 一平 

今まで知らなかった美の基準

　真鶴町の皆さまこんにちは ! 地域おこし協力隊としてUタ
ーンしました松木一平と申します。一昨年に帰ってきてすぐ
に喫茶店を開業しました。観光協会内の施設にて「ぺぺコ
ーヒー」という喫茶店の店主としても活動しております。
　まず、なぜ町にUターンしてきたのか？からお話しさせて
いただければと思います。たまたま帰省したときに、昔の記
憶だと多くの人々で賑わっていた大道通り商店会がほぼシ
ャッター通りになっているではありませんか。もしかしたら生
まれ育った故郷が無くなるかもしれない。という危機感とい
うか恐怖感から真鶴を盛り上げたいという一心で町につい
て調べることにしました。今まで育った町ではありますが、正
直、お恥ずかしいことに美の基準というまちづくり条例は大
人になって初めて知りました。調べていくうちに美の基準に
記述されているパタン・ランゲージや抽象的な表現方法に
感銘を受けてどっぷりと美の基準と真鶴に沼っていきまし
た。（まだまだ勉強中ですが）世界に誇れるであろうコンテ
ンツに可能性を感じたと同時に、真鶴で何かしたいという
気持ちが強くなり、まずは自分から手を動かそうと、真鶴港

） ！ すで定予示展で内町に旬初月3～末月2、は果成究研の学大治明※（ 学大治明 ・
・ 法政大学
・ フェリス女学院大学
・ 関西大学
・ 国際基督教大学
・ 静岡大学
・ 芝浦工業大学　などが今年度来訪。
まちづくり、建築、社会学などの分野で、真鶴
が学びの場に選ばれています。学生さんから、
町民のみなさんが温かいという感想をよく
いただきます。ご協力ありがとうございます。

にある元割烹料理店で喫茶店を開業しました。それから暫
くして喫茶店にお客さんが来てくれるようになり、昔から住
んでいる方々にお話しを聞いていると、「美の基準なんて学
校で習っていない」、「なんだそれは？聞いたことない」、「そ
の基準で我々の生活は豊かになっているのか？」など現地
のリアルな声も聞こえてきました。
 一方で、ここ最近は喫茶店に学生達がフィールドワークに
来て美の基準について調べて取材にきてくれたり、観光に
来た方に声をかけると、町並みが素敵で観光にきました。美
の基準の本も購入済みです。等々。美の基準に対する内外
からの視点はそれぞれ違うようでまたそのギャップもあって
良いのかなと思っております。変化を望む人と望まない人、
町を歩いてお話しを聞いているとさまざまな声が聞こえて
きます。個人的には今住んでいる方々の営みの風景は大き
く変えないで皆が豊かに暮らしていければ良いかなと思っ
ております。それが美の基準によって守られてきた風景だと
思っているので。
　ですが良き風習や文化を伝統で終わらせず、継承してい
く必要があると思います。美の基準というまちづくり条例、そ
して真鶴という町は世界に誇れると思っておりますので。真
鶴生まれ、真鶴育ちとしてできる限り地域振興に努めていき
たいと思いますのでよろしくお願いいたします！！

町民リレーコラム

　令和５年 9 月 明治大学視察時（撮影：真鶴カメラ）

（問い合わせ先：まちづくり課／多田・石井）

12
12広報真鶴　2024年２月号
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連

　載

　
令
和
６
年
４
月
請
求
分
よ

り
物
価
高
騰
の
影
響
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、
上
水
道
料

金
の
基
本
料
金
（
税
抜
き
）

30
％
相
当
額
の
減
免
を
開
始

し
ま
す
。

◇
減
免
期
間
　

　
令
和
６
年
４
月
請
求
分
～

　
令
和
７
年
３
月
請
求
分
を

　
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

◇
減
免
対
象
者

　
官
公
署
以
外
の
す
べ
て
の

　
上
水
道
使
用
者

※

減
免
対
象
者
へ
の
通
知
発

　
送
は
４
月
上
旬
頃
を
予
定

　
し
て
お
り
ま
す
。

〈
減
免
例
〉

・
13
㎜
量
水
器
使
用
宅
　

　
基
本
料
金
　

　
１
４
０
７
円(

税
抜
き)

　
→
９
８
５
円(

税
抜
き)

・
20
㎜
量
水
器
使
用
宅
　

　
基
本
料
金

　
２
８
１
４
円(

税
抜
き)

　

　
→
１
９
７
０
円(

税
抜
き)

◇
そ
の
他

　
検
針
時
に
配
布
さ
せ
て
い

　
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
使

　
用
水
量
・
料
金
等
の
お
知

　
ら
せ
」
に
は
減
免
前
の
請

　
求
料
金
が
印
字
さ
れ
ま
す
。

　
口
座
等
に
入
金
さ
れ
る
場

　
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
ま

　
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

　
す
。
ご
不
明
点
等
ご
ざ
い

　
ま
し
た
ら
上
下
水
道
課
水

　
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課

　
☎
内
線
３
４
７
・
３
４
８

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
状
況
お
よ
び
昨
今
の
バ
ス

運
転
手
が
不
足
し
て
い
る
現

状
か
ら
、
令
和
６
年
４
月
１

日
よ
り
次
の
便
の
運
行
を
取

り
や
め
ま
す
。

 

●
平
日
の
第
１
便

　 

真
鶴
駅 

６
時
30
分
発
、

　 

岩 

　
　
６
時
38
分
着

 

●
平
日
の
第
34
便

　 

岩 

　
　
19
時
30
分
発
、

　 

真
鶴
駅 

19
時
38
分
着

　
そ
の
他
の
平
日
、
休
日
の

便
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎
内
線
３
４
４

戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付
に

つ
い
て

　
令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
、

本
人
等
の
戸
籍
証
明
書
に
つ

い
て
、
本
籍
地
以
外
の
市
区

町
村
の
窓
口
で
も
請
求
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
本
籍
地
が
遠
く
に

あ
る
方
で
も
、
最
寄
り
の

１
ヶ
所
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
請
求
で
き
ま
す
。

◇
請
求
で
き
る
方

・
本
人
　

・
配
偶
者

・
父
母
や
祖
父
母
の
直
系
尊
属

・
子
や
孫
の
直
系
卑
属

◇
必
要
な
も
の

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

　
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

　
ど
、
顔
写
真
付
き
の
身
分

　
証
明
書

※

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳

　
な
ど
の
複
数
提
示
で
は
交

　
付
で
き
ま
せ
ん
。

◇
受
付
窓
口
・
時
間

　
税
務
町
民
課

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

◇
手
数
料

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

（
戸
籍
謄
本)

　
１
通
４
５
０
円

・
除
籍
全
部
事
項
証
明
書

（
除
籍
謄
本
）

（
改
製
原
戸
籍
謄
本
も
含

　
む
）

　
１
通
７
５
０
円

◇
注
意
事
項

・
個
人
事
項
証
明
書
や
抄
本
、

　
附
票
は
広
域
交
付
で
き
ま

　
せ
ん
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て

　
い
な
い
戸
籍
謄
本
、
除
籍

　
謄
本
は
除
き
ま
す
。

・
委
任
状
持
参
の
方
、
法
定

　
代
理
人
、
第
三
者
の
方
の

　
申
請
、
郵
送
に
よ
る
申
請

　
は
広
域
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

戸
籍
届
出
の
際
の
戸
籍
証
明

書
の
添
付
不
要
に
つ
い
て

　
同
じ
く
３
月
１
日
よ
り
、

本
籍
地
で
な
い
市
区
町
村
の

窓
口
に
戸
籍
の
届
出
を
行
う

場
合
で
も
、
提
出
先
の
市
区

町
村
の
職
員
が
本
籍
地
の
戸

籍
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
戸
籍

届
出
時
の
戸
籍
証
明
書
の
添

付
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

　■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
４

広域交付イメージ
キャラクター
「コセキツネ」

制度の詳細はこちら↑

（法務省ホームページ）

誰もが参加できる
真鶴町まちづくり条例施行30年を迎える今年度、記念事業を開催しています。

また、町民の方々による自主的な「美の基準」を巡るさまざまな活動も行われています。
美しいまち真鶴を、みんなで創っていきましょう。

□問い合わせ　まちづくり課　☎内線344

「
美
の
基
準
」

第6回

10月～4月 連載中

真鶴かるたに親しむ
盛り上がりました !

「
美
の
基
準
」は
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
創
っ
て
い
く
も
の
で
す
。従
っ
て
、こ
の

「
美
の
基
準
」に
は
誰
も
が
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（『
美
の
基
準
』 

３
頁
記
載
）

　「真鶴かるた」には町の風景や歴史が描かれ、「この町の 姿支える 美の基準」という
札があることから、30周年事業の一環として1/27に真鶴かるた大会を開催しました。
参加者からは「行ったことのない場所をたくさん知ることができ、町をお散歩している
ような気分で楽しかった」という声も。多くのご参加、ありがとうございました。
みなさんも、「真鶴かるた」で“真鶴らしさ”を感じてみてはいかがでしょうか。

町民リレーコラム

まちを歩くこと

　6年前のちょうどこの時期、町の施設「くらしかる真鶴」で
お試し暮らしをしていました。滞在初日に用意されていたの
が、”まちあるき”というウォーキングツアー。お試し暮らし中
の生活に困らないように、と地元の商店や主要な施設を案
内してもらうものでした。行く先々で出会った町の方々が親
切で、歓迎ムードだったことをよく覚えています。
　ほどなく実感したのが人との繋がりやすさでした。まちを
歩いていて、先日知り合った人に再びバッタリ出会い交流
が深まる、という体験がよく起こりました。”まちあるき”で紹
介された商店の方々が顔を覚えていてくださったことも嬉し
かったです。気づけば真鶴に友人と呼べる人が増え、縁あっ
て家も見つかり、移住に至りました。
　人との距離が近い一方、ひとりになりたい時は御林も海
も美術館もある・・・こうした環境を心地よく感じています。小
さな半島という地勢が影響して、全体を把握できるように思
えるからでしょうか、まちを歩いていると勝手ながら「私のま
ち」という帰属感と愛着が湧いてきます。

　建築の仕事をしているので、移住前に真鶴に興味を持っ
たときから「美の基準」のことは調べていました。個人的に

「美の基準」は、長年積み重ねてきた町の風景の良さを建
築的にどうすれば持続可能なのか？が言語化されているデ
ザインコードブックと捉えています。でもちょっと難しいの
は、デザインの答えはひとつではなく文章問題のように全体
を読解して自由回答を求められる点。仕事仲間や友人で

「美の基準」に関心がある方が遊びに来た時には、まちを歩
いて紹介することにしています。まちを歩くことが、美の基準
に描かれている町の風景の良さを読解し、この先どうしたら
良いのかを考えることに繋がると考えています。
　５年住んで（歩きまわって）実感しているのは、寿命が迫
る建築への危機感です。「美の基準」があっても30年間で失
われた建築は多く、何とか保てた風景も今、手を施さないと
朽ちてゆきます。有志の仲間で「真鶴空き家勉強会」を開催
し、古い家々を想いのある方に、建物も長生きできる形で
修繕し住み継いでもらえるようにと活動をしています。勉強
会の中でも空き家ウォーキングツアーを開催したりと、私な
りにまちを歩くことを大切に、続けていきたいと思います。

藤井 明香（さやか）　一級建築士

12◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年３月号 広報真鶴　2024年３月号

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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令
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６
年
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上
水
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金
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減
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い
て

戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付
・

戸
籍
届
出
の
際
の
戸
籍
証
明

書
の
添
付
不
要
に
つ
い
て



誰もが参加できる
真鶴町まちづくり条例施行30年を迎えた昨年度、記念事業を開催してきました。

また、町民の方々による自主的な「美の基準」を巡るさまざまな活動も行われ、
新たな「いぶき」が生まれ始めています。

これからも美しいまち真鶴を、みんなで創っていきましょう。

□問い合わせ　まちづくり課　☎内線344

「
美
の
基
準
」

第７回

広報真鶴　2024年４月号

連載、最終回です

ウォーキングで再発見

「美の基準」３０周年事業ふりかえり

春の散歩に…

「
美
の
基
準
」は
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
創
っ
て
い
く
も
の
で
す
。従
っ
て
、こ
の

「
美
の
基
準
」に
は
誰
も
が
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（『
美
の
基
準
』 

３
頁
記
載
）

　生活していると当たり前の風景となり気づきにくいものですが、観光客になった気
持ちで町を歩いてみると、「美の基準」を実感・再発見できるかもしれません。

町民リレーコラム

『県西ウォーキング』
No.58～No.63の６コースが真鶴町

『幸せをつくる真鶴時間マップ』
観光・景勝地マップ中のウォーキングコース

https://www2.wagmap.jp/
manazurutown/Portal

https://www.pref.kanagawa.jp/
docs/m2g/kenseipj/manaduru.html

申し込み 受付中 !

広報真鶴　2024年４月号９ ８

「美の基準」
 ～時を超えて深さ増す～

　「美の基準」の制定から早くも30年が過ぎ、当時の経過を
感慨深く思い出している。地元で仕事をしていたため、町の
主催するまちづくり関係の集まりにはよく参加していた。
　「まちづくり発見団」もその一つである。町の中を歩き回
り、町民目線で真鶴ならではの生活風景を発見するのは楽
しいことだった。参加者皆が嬉 と々してたくさんの発見を持
ち寄り、地図上に書き込んでいったことを覚えている。その
活動が「美の基準」につながることになるとは、当時は想像
もしなかった。
　1987年に制定された所謂リゾート法によって静かな町は
一変した。真鶴の景観を求めてマンション業者が役場に押
しかけ、当時の町長が辞任したことで、私達町民は初めて町
の危機を知ったのだ。真鶴の景観は、長い間皆が生活の中
で守ってきた作法や配慮の上に成り立っている。しかし、業
者にはそんな配慮など問題ではない。町民は反対の声を上
げ、マンション建設に反対する町長（三木氏）を選んだ。そし
て、町は「まちづくり条例」の生みの親、五十嵐氏と出会う。

1993年、町の暮らしと景観を守るため、真鶴独自の「美の基
準」が誕生した。
　30年目を迎えた昨年、「美の基準」を読む会に参加させて
頂き、改めて「美の基準」と向き合う機会に恵まれた。年齢
を重ねたためか、「美の基準」の持つ精神の深さを改めて感
じ、伝えていくことの大切さを認識した。とはいえ、「美の基
準」は突然表れたものではなく、元々町民の暮らしの中で受
け継がれてきたことが明文化されたものだと私は思う。よく
町の人は「美の基準」を知らないと言われるが、「美の基準」
ができる前からお互いに配慮した生き方をしてきたからこ
そ、この景観があることを忘れてはならない。心地よさや居
心地のよさを感じる空間には、見えないけれど人々の配慮
が溶けこんでいる。
　30年経っても「美の条例」は色褪せることなく、そこに宿る
精神が今も多くの人を惹きつけている。私たちが真鶴らし
い生き方を続け、「美の基準」を大切に思う人がいる限り、そ
の普遍的な部分は残っていくことと思う。
　パタンランゲージの中の「小さな人だまり」は私の好きな
言葉の一つである。ふり返れば、子どもの頃からいつも人だ
まりの中にいて、今なおその中にいる。これからも「小さな人
だまり」を大切にし、真鶴ならではのつながりの中で自分に
できる活動を続けていきたいと思う。

　青木 和美 （寺子屋代表）

11月

10月

12月

「美の基準」 ウィーク 開催
・ カメラを持って町を歩く「まちづくり発見団」
・ 昔の写真を見ながら「美の町を語るお茶会」
・ 今昔の「真鶴写真展」
・ ワークショップ「みんなでコミュニティ真鶴をお手入れ」
・ 「小松石を探せ ！」ゲーム
・ トークイベント「美の基準とこれからの30年」

これまでの広報真鶴
連載記事はこちら ！
PDFにまとめました。

真鶴かるた大会 開催 

「みんなでまちをつくる」 真鶴カメラと明治大学建築学科の一年
  開催 （主催：真鶴カメラ、協力：明治大学、まちづくり課）

「美の基準」ムービー試写会

真鶴町ならではの風景を受け継いでいくため、
条例制定の経緯や現在の町の風景、町の人の
声をお伝えする映像を制作しました。

２/25～3/2の一週間、情報センターを中心に
展覧会を開催しました。学生達の真鶴実習の
様子を写真で記録したものを始めとして、真鶴
カメラさんがこの一年間撮影してきた真鶴町の
魅力的な写真が展示されました。

「たくさんの学生さんがこんなに真鶴のことを
考えてくれてるのは嬉しいね」「このような視点
で自分の街を見たことがなかったので新鮮」

「建築が身近に感じられてまちづくりに興味が
出た」などの感想が寄せられました。
たくさんのご来場ありがとうございました。

広報真鶴「美の基準」連載開始
・ イベントお知らせ　
・ 町民リレーコラム

1月

2月

3月

4月
4/27　14:00～14:30土

コミュニティ真鶴２階会議室
　　　　　無料／大人から子どもまで

申し込みは不要ですが、なるべく氏名、人数を
電話かメールで担当：まちづくり課多田/石井まで
mac_toshikeikaku@town.manazuru.kanagawa.jp

小松石を探せゲームも同時開催 ！
 協力：石材組合青年部

写真提供：真鶴カメラ

15:00～15:30
20 分程度の映像になります。同じ映像を
２回上映しますので、ご都合の良い時間に
合わせて、ぜひお越しください。



誰もが参加できる
真鶴町まちづくり条例施行30年を迎えた昨年度、記念事業を開催してきました。

また、町民の方々による自主的な「美の基準」を巡るさまざまな活動も行われ、
新たな「いぶき」が生まれ始めています。

これからも美しいまち真鶴を、みんなで創っていきましょう。

□問い合わせ　まちづくり課　☎内線344

「
美
の
基
準
」

第７回

広報真鶴　2024年４月号

連載、最終回です

ウォーキングで再発見

「美の基準」３０周年事業ふりかえり

春の散歩に…

「
美
の
基
準
」は
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
創
っ
て
い
く
も
の
で
す
。従
っ
て
、こ
の

「
美
の
基
準
」に
は
誰
も
が
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（『
美
の
基
準
』 

３
頁
記
載
）

　生活していると当たり前の風景となり気づきにくいものですが、観光客になった気
持ちで町を歩いてみると、「美の基準」を実感・再発見できるかもしれません。

町民リレーコラム

『県西ウォーキング』
No.58～No.63の６コースが真鶴町

『幸せをつくる真鶴時間マップ』
観光・景勝地マップ中のウォーキングコース

https://www2.wagmap.jp/
manazurutown/Portal

https://www.pref.kanagawa.jp/
docs/m2g/kenseipj/manaduru.html

申し込み 受付中 !

広報真鶴　2024年４月号９ ８

「美の基準」
 ～時を超えて深さ増す～

　「美の基準」の制定から早くも30年が過ぎ、当時の経過を
感慨深く思い出している。地元で仕事をしていたため、町の
主催するまちづくり関係の集まりにはよく参加していた。
　「まちづくり発見団」もその一つである。町の中を歩き回
り、町民目線で真鶴ならではの生活風景を発見するのは楽
しいことだった。参加者皆が嬉 と々してたくさんの発見を持
ち寄り、地図上に書き込んでいったことを覚えている。その
活動が「美の基準」につながることになるとは、当時は想像
もしなかった。
　1987年に制定された所謂リゾート法によって静かな町は
一変した。真鶴の景観を求めてマンション業者が役場に押
しかけ、当時の町長が辞任したことで、私達町民は初めて町
の危機を知ったのだ。真鶴の景観は、長い間皆が生活の中
で守ってきた作法や配慮の上に成り立っている。しかし、業
者にはそんな配慮など問題ではない。町民は反対の声を上
げ、マンション建設に反対する町長（三木氏）を選んだ。そし
て、町は「まちづくり条例」の生みの親、五十嵐氏と出会う。

1993年、町の暮らしと景観を守るため、真鶴独自の「美の基
準」が誕生した。
　30年目を迎えた昨年、「美の基準」を読む会に参加させて
頂き、改めて「美の基準」と向き合う機会に恵まれた。年齢
を重ねたためか、「美の基準」の持つ精神の深さを改めて感
じ、伝えていくことの大切さを認識した。とはいえ、「美の基
準」は突然表れたものではなく、元々町民の暮らしの中で受
け継がれてきたことが明文化されたものだと私は思う。よく
町の人は「美の基準」を知らないと言われるが、「美の基準」
ができる前からお互いに配慮した生き方をしてきたからこ
そ、この景観があることを忘れてはならない。心地よさや居
心地のよさを感じる空間には、見えないけれど人々の配慮
が溶けこんでいる。
　30年経っても「美の条例」は色褪せることなく、そこに宿る
精神が今も多くの人を惹きつけている。私たちが真鶴らし
い生き方を続け、「美の基準」を大切に思う人がいる限り、そ
の普遍的な部分は残っていくことと思う。
　パタンランゲージの中の「小さな人だまり」は私の好きな
言葉の一つである。ふり返れば、子どもの頃からいつも人だ
まりの中にいて、今なおその中にいる。これからも「小さな人
だまり」を大切にし、真鶴ならではのつながりの中で自分に
できる活動を続けていきたいと思う。

　青木 和美 （寺子屋代表）

11月

10月

12月

「美の基準」 ウィーク 開催
・ カメラを持って町を歩く「まちづくり発見団」
・ 昔の写真を見ながら「美の町を語るお茶会」
・ 今昔の「真鶴写真展」
・ ワークショップ「みんなでコミュニティ真鶴をお手入れ」
・ 「小松石を探せ ！」ゲーム
・ トークイベント「美の基準とこれからの30年」

これまでの広報真鶴
連載記事はこちら ！
PDFにまとめました。

真鶴かるた大会 開催 

「みんなでまちをつくる」 真鶴カメラと明治大学建築学科の一年
  開催 （主催：真鶴カメラ、協力：明治大学、まちづくり課）

「美の基準」ムービー試写会

真鶴町ならではの風景を受け継いでいくため、
条例制定の経緯や現在の町の風景、町の人の
声をお伝えする映像を制作しました。

２/25～3/2の一週間、情報センターを中心に
展覧会を開催しました。学生達の真鶴実習の
様子を写真で記録したものを始めとして、真鶴
カメラさんがこの一年間撮影してきた真鶴町の
魅力的な写真が展示されました。

「たくさんの学生さんがこんなに真鶴のことを
考えてくれてるのは嬉しいね」「このような視点
で自分の街を見たことがなかったので新鮮」

「建築が身近に感じられてまちづくりに興味が
出た」などの感想が寄せられました。
たくさんのご来場ありがとうございました。

広報真鶴「美の基準」連載開始
・ イベントお知らせ　
・ 町民リレーコラム

1月

2月

3月

4月
4/27　14:00～14:30土

コミュニティ真鶴２階会議室
　　　　　無料／大人から子どもまで

申し込みは不要ですが、なるべく氏名、人数を
電話かメールで担当：まちづくり課多田/石井まで
mac_toshikeikaku@town.manazuru.kanagawa.jp

小松石を探せゲームも同時開催 ！
 協力：石材組合青年部

写真提供：真鶴カメラ

15:00～15:30
20 分程度の映像になります。同じ映像を
２回上映しますので、ご都合の良い時間に
合わせて、ぜひお越しください。


